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リスクアセスメント導入・定着相談室

開 催 の ご 案 内
　会員企業限定・無料　　　　　　　　　　社団法人　名北労働基準協会
　
当協会では本年度より新たに、会員企業限定・無料の「リスクアセスメント導入・定着相談室」を開設します。リスクアセスメントについて何なりとご相談ください。
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労働災害が発生する危険源を例えばライオンに例えると・・・・







日　　時　　（７月）平成22年7月29日（木）午後1時～5時
（８月）平成22年8月19日（木）午後1時～5時
　　　　　　（９月）平成22年9月21日（火）午後1時～5時
①相談は事前予約制、１社１時間程度、毎月実施いたします。
②相談・指導希望時間を下記申込書にてご連絡のうえ、社団法人　名北労働基準協会までお越しください。　※8月以降の日程については、機関誌「Ｍeihoku」にてお知らせいたします。



【お申込み先】　社団法人　名北労働基準協会　企　画　課　
〒462-8575  名古屋市北区清水１－１３－１
　　　　　　　　電　話（０５２）９６１－３６５５　　　ＦＡＸ（０５２）９６１－９６３５
……………………………………………………………………………………………………………………………

　　　　　「リスクアセスメント導入・定着相談室」　利用申込書　（７月・８月・９月）
	事業場名
	
	所在地
	〒

	担当者

職氏名
	電話　　　　　　　fax
	労働者数
	

	
	
	業　　種
	

	希望時間
	第１希望　　　　月　　　日　　　時～
第２希望　　　　月　　　日　　　時～
※ご希望時間を変更いただく場合もあります。
	相談事項

	


危険源





危険源（ライオン）にリスク低減措置を実施する（檻の設置等）





危険源（ライオン）と人がいる





危険源（ライオン）のみ





リスク





ライオンを檻に入れ、人が襲われる危険が低くなる。災害発生の可能性小。


これがリスクアセスメントの手法です。





人がライオンに襲われケガをする危険な状態。災害発生の可能性大。





人がいないため災害にならない。





ご利用方法








リスクアセスメントとは








リスクアセスメントの専門家がご相談に応じます





公共交通機関





「名　鉄」清水駅徒歩４分、東大手駅徒歩７分





「地下鉄」市役所駅①番出口徒歩12分





「バ　ス」市バス・名鉄バス清水停留所徒歩５分





会場には駐車場がありません。極力公共交通機関でお越しください。


車にてお越しの場合は、充分時間を見ていただいたうえで、有料駐車場を各自の責任・負担でご利用下さい。























　　　　　　　　　　　宮　路　　勝　氏　　㈱セーフティーアドバンス　代表取締役社長　労働安全コンサルタント


トヨタ自動車㈱で約４０年間安全管理スタッフ業務に従事。トヨタグループの労働災害防止と安全衛生活動業務を担当


愛知労働局長安全推進賞受賞（H１８年）


当協会の安全衛生スタッフ研修「リスクアセスメントコース」専任講師








こんな事業場におすすめします








リスクアセスメント導入・定着アドバイザー








近年、企業における作業方法が多様化・複雑化し、新しい機械設備や化学物質が導入される一方で、その危険・有害要因の把握・特定が困難となり、新たな型の労働災害も発生しており、発生件数は平成14年度以降増加しており、年間55万人の方が被災されておられます。


このような状況に対応し、労働災害の防止の決め手となるのが、事業場に潜む危険・有害要因の特定と評価、その除去低減等を行うリスクアセスメントであり、労働安全衛生法でも実施が努力義務化されております。








①職場に新たにリスクアセスメントを導入したいがどうしたらいいか。


②安全衛生活動がマンネリ気味である。


③労働災害がなかなか減少しない。


④新しい種類の労働災害が発生した。等の事業場におすすめいたします。

















